
20 第2章出複素数と方程式
第1節：：複素数と2次方程式の解

節

ea 

複素数と2次方程式の解>

；複素数とその計算 l 
出複素数

2乗するとー1になる新しい数を1つ考え，これを文字iで表す。すなわち：:2=-1とす
る。このiを虚数単位という。

1 a+bi (a, bは実数）の形に表される数を複素数という。
複素数a+biでは， aを実部， bを虚部という。
2 bキ0のときの複素数a+biを虚数といい．とくにa=Oである虚数biを純虚数
という。

複素数の相等

固

a, b, c, dを実数とする。

a+bi=c+di ⇔ a=cかつ b=d
とくに a+bi=O ⇔ a=Oかつ b=O

本書で「複素数a+bi」のように書いたら，とくに断らなくても， a,bは実数とする。

出複素数の計算

1 加法 (a+bi) + (c+di) = (a+c) + (b+d)i 
減法 (a+bi)-(c+di)=(a-c)+(b-d)i 
乗法 (a+ bi)(c+di)= (ac-bd) + (ad+ bc)i 

ヰ=(c+di)(a-b~) =竿享＋坐辛・
a+bi (a+bi)(a-bi) が+b2 a2+b2 l 

共役な複素数 2つの複素数a+bi,a-biを，互いに共役な複素数という。

除法

2
 
：：負の数の平方根

Fa=ヽ ;i とくに -Ff =i 
-aの平方根は 士｛二a=士、；i

a>Oのとき

59 

頂IMA_J
次の複素数の実部と虚部をいえ。

(1) 2+3i (2) -3-i 

60 次のような実数x,yを求めよ。
(1) x+yi=3+4i 

拿(3) (x+3y)+(2x-y)i=9+4i 

◎次の式を計算せよ。

(1) (4+2i)+(3+i) 

(3) (2+3i)-(3+i) 

(5) (3+i)+4i 

(3) 

(2) 

(4) 

'(2) 

•(4) 

(6) 

冗i (4) 

→寂p.37例l

2ー兵i
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一藉p.37例領l

(x-3)+(y+ l)i=O 

(x-y)+(x-2y)i=2-i 

-• Li社:p .38 例 2

(3-2i)+(2-i) 

(3-i)-(1-i) 

6i-9i 

＠次の式を計算せよ。

(1) (1 +3i)(2+i) 

(4) (1 + i)2 
・(2) 

(5) 

(l -2i)(5+2i) 

(2-i)(2+i) 

｀次の複素数と共役な複素数をいえ。

(1) 5+4i ・(2) 

'(4) -5i 

｀いを計算せよ。

・(l) 
3+i 
1+2i 

(4) 

ビ汰の式を計算せよ。

・o) IマJ
(4) (-1+/万）2

(5) 

67 次の式を計算せよ。
，'(l) (2-兵i)(2+互i)

"(3) (1 +i)3 

3-2i 

-1+兵i
2 

・(5)

(7) 
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''(2) 

(5) 

(2) 

(5) 

2-i 
． 
2+i 

3+i 
． 
2-i 

＠次の数を iを用いて表せ。
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(4l -A  (sl -3の平方根
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JJ~JAf-B_J 

Cヽ. 
ヽ

→ 1~1p38 例 3

•(3) (3-2i)2 

'(6) (4+3i)(4-3i) 

*(3) 

(6) 

(6) 

(8) 

(3) 

'(6) 
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'(6) 

-・・ 萩p.38例4.練習5

互
互 ．
i 
2 

2i ． 3-z 

4-5i 
． 
l 

→ f'l p39例5

→［数p40例6

2+ ✓ 言

-8の平方根

ー•和o.40 例 7

(3) (2+喜）2

屈
丁写

→ 1~p .50 補充問題 l ill. し21

•—(2) (図＋兵）<I写—五5)

(4)国）2
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